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*２００５年「特別障害給付金」制度発
足の春に「障害年金サポート社労士の
会」を開業社労士４名で結成。 

*年度３回、北海道難病センターにおい
て「障害年金無料相談会」を開催。 

*その他に年度１回は札幌以外の道内市
町村で開催しています。 

《障害年金請求支援の現場から》 

 *医師にとって診断書作成は面倒なこと
でしょうか？ 

 *請求者の日常と医師の見立てに解離が
あることが多いのです。 

 *患者の病状を管理する最前線からいち
早く制度の情報が伝わるようにできな
いものでしょうか？ 

 *年金事務所のある地域と無い地域の情
報格差やサービスの質の格差問題はあ
りませんか？ 

 



 

 

 

 

 

湯浅聖子ＡＬＳチャリティーコンサート（小樽）にて  



 

 

 

 

患者会としての「障害年金請求支援」 
  
１．障害年金の仕組みを理解することから 
 ～患者会で制度の勉強会を開いてみよう。 
 ・専門職、あるいは請求経験者を講師に。 
 ～制度の案内人になって欲しい。 
 ～押さえておきたいこと。 
 ・初診日の確定、初診日証明の重要性、障害認定日の 
  意義、納付の要件など 
 ・医師への診断書作成要請の手順、診断書は最重要書類。 
 ・病歴、受診歴、日常生活の実態を時系列にまとめること。 
 ・役場、年金事務所とのやり取りを支援。 
  
２．患者会の実態を調べてみよう 
 ～受給者数、請求を考えている人を把握する機会に。  



 

 

 

 

３．障害年金制度の広報 
 ～制度を知らない人は多い、不利益を被らないように広報 
  をしよう。 
 ・会員への声掛け、会報誌などを利用して情報を伝達。 
 ・活動の身近に制度のパンフなどを置いておく。 
  
４．専門職との連携を 
 ～医師、ＭＳＷ、看護師、保健師、ケアマネなど医療 
  福祉・介護の専門職の方々との良好な連携。 
  そして年金の専門家である社会保険労務士をお仲間に。 
 ・患者の症状を一番知り得る専門職の方々に「障害年金請 
  求」への意識向上を切に望む。 
  


